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もっと読みたくなる議会だより 

 

■総務経済常任委員会 

■開催年月日： 令和３年２月１０日（水）  

 
ＷＳ内容 

＜１．編集体制＞ 

・「議会だより」の編集を専門にする委員会を作るのは難しい。 

・事務局の事務作業を縮小できないだろうか。 

・年 12回発行は維持していきたい。 

・年 12回発行することが目的になっていないか。 

・お知らせする内容がなければ発行しなくてもよいと思う。 

・モニターに編集に参加してもらう 

 

【委員会としてのまとめ】 

・編集体制、発行回数は現状維持とする。 

 

＜２．企画構成＞ 

・特集記事は目に入りやすい。 

・「白書はほぼ賛成なのであまり代わり映えしない」と言われる。 

・編集後記は委員会の委員も書けるようにしたい。 

・編集後記は議員の人となりがわかる内容であるとよい。 

・編集後記は町民も読んでおり、議員に親しみを感じることができるコーナーとしての活用の

仕方を考えてもよい。 

・編集後記は議運メンバーだけでなく、委員会メンバーの人柄がわかるコーナーにしたい。 

・町民の関心がどこにあるのかを捉えて記事にしたい。 

・議会用語やしくみについて「議会まめ知識」などのようなコーナーを作るのもよい。 

・議会が、あるいは委員会がどんな問題に向き合っているのか、がわかるコーナーがあっても

よい。 

・Webでも議会についての情報を発信しているので、議会だよりには概要だけでよい。 

・さらに詳しい情報を知りたい方には QR コードを入れるなどWeb 情報と誌面の連携があっ

てもよい。 

 

【委員会としてのまとめ】 

・編集後記については常任委員会の委員が執筆できるようにし、議員に対して親しみが持てる

内容も良しとする。 

・議会用語やしくみについて「議会まめ知識」などのようなコーナーを作る。 

・Web情報と誌面の連携も今後検討してほしい。 
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＜３．編集・デザイン＞ 

・レイアウトは表やグラフを取り入れ見やすい工夫が必要。 

・文字量が多いので表やグラフを入れる。 

・鷹栖町のようなタイトルの付け方も良いと思う。 

・ポップな感じのタイトルにすると目に入り、読んで貰えるのではないか 

・今はモノクロであるが、発行回数を減らして数回カラーにするという方法もある。 

 

【委員会としてのまとめ】 

・今後も表やグラフを活用していく。 

 

＜４．言語・文章＞ 

・議会用語を使わないことにはならないので、硬い文章になってもやむえない。 

・「小学生でもわかる議会だより」というのは、内容からして難しい。 

・読んでもらう広報とはいうが、すべてを読んでもらうことにはならない。 

・ほしい情報を得たいと思ったときにしっかり情報がわかる誌面であればよい。 

・自分に関心のあることしか読まないというのは理解できる。 

・見る側が情報を判断するので、まずは必要な情報を提供できる議会だよりを作っていくこと

が基本である。 

・議会で決まったことを町民にしっかり伝えるべきであり、硬い文章になってしまうのは仕方が

ない。 

 

【委員会としてのまとめ】 

・議会だよりでは議会や委員会で議論され決定したことを正確に伝えていく役割があること

を再度認識した。その上で現状の議会だよりを維持していくことで一致した。 

 

＜５．表紙写真＞ 

とくになし。 
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■厚生文教常任委員会 

■開催年月日： 令和３年２月５日（金）  

■開催場所： 議員控室コーナー  

■出席議員： 立川、常通、寺町、梶澤、橋本、中田、渡辺  

 
ＷＳ内容 

＜１．編集体制＞ 

・新たな委員会（広報委員会など）の設置は難しい。 

・その月の特集は何かなど議員がもっと提案し、企画の部分で関われるのではないか。 

・年１２回の毎月発行はタイムリー性なども考慮し継続が望ましい。 

 

＜２．企画構成＞ 

・事務局が最初の案を出す前に議員からの企画案を出せるのでは。 

・半年ごとの担当委員会となっているが、議運メンバー以外の議員の意見も反映。 

→委員会全体として企画の段階に関わる。 

・委員会活動報告を充実させる。 

・一般質問については１人半ページ程度でよいのでは。詳しくはＱＲコードなどで。 

・タイムリーな話題を掲載する。 

 

＜３．編集・デザイン＞ 

・見出しの工夫（タイトルを目立つように） 

・記事についてはＱＲコードを使うなど文字数を減らせるのでは。 

・余白を多めにとり、見やすくする。 

・イラストや図、グラフを多めにする。 

 

＜４．言語・文章＞ 

・わかりにくい議会用語は解説をつけるなどの工夫。 

・ユニバーサルフォントの使用、フォントの大きさの工夫。 

 

＜５．表紙写真＞ 

・現在の子どもの写真は継続が良い。 

・表紙のカラー化。中身も２色刷りなど見やすく。 

 

 

町村議会議長会のコンクールで表彰されている他議会の広報誌を投影しながら、委員会で意見を

出し合いました。議会だよりの名称についても話題に上がりました。 


